
   

感染症発生動向調査 衛生公害研究所ホームページに掲載

  平成19年第7週

（2月12日～2月18日）

◆　 今週のコメント

･

･

･

◆　 今週のトピックス：<インフルエンザ>

･

◆　発生状況

（性，年齢，症状，推定感染地域，推定感染経路の順）

・ 三類：腸管出血性大腸菌感染症（Ｏ157 ＶＴ１ＶＴ２）　２例　

（市内定点数　インフルエンザ定点６８， 小児科定点４１， 眼科定点１０， 基幹定点１）

定点 報告数

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ 　インフルエンザ ９２０

小児科   ①　感染性胃腸炎 １３４

（降順5位まで）   ②　水痘 　７０

  ③　Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 　３４

  ④　伝染性紅斑 　１４

  ⑤　流行性耳下腺炎 　１１

眼科   流行性角結膜炎 　　４

検出病原体（報告数） 臨床診断名（採取週） 検出病原体（報告数） 臨床診断名（採取週）

インフルエンザウイルス インフルエンザ（第５，６週） ＲＳウイルス （２） かぜ症候群

AH３型 （２） （第４，５週）

ノロウイルスGＩＩ （１） 感染性胃腸炎（第５週） ＲＳウイルス （３） ＲＳウイルス感染症

Ａ群ロタウイルス （２） 感染性胃腸炎（第７週） （第４，５週）

【次ページ以降の主な内容】
　　発生状況の概況グラフ　/　今週のトピックス：<インフルエンザ>

（ 注 ） 京都市のデータは平成19年2月22日現在の報告数で，全国の還元データと若干異なる場合があります。
また，本情報での患者数は届出医療機関所在の保健所での集計で，患者の住所を示すものではありません。
病原体情報は病原体定点等から京都市衛生公害研究所へ搬入された検体から検出された病原体です。
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　京都市感染症週報

１３．５３

水痘の定点当たり報告数は１.７１で，過去５年平均値（１.３２）を上回っています。年齢階級別にみると，１
歳～５歳で８１.４％を占めています。過去の推移をみると今後も報告の多い状態が続く傾向にありますの
で，動向にご注意ください。

定点当たり報告数 感染症名

インフルエンザの定点当たり報告数は１３.５３で，増加の程度はやや鈍っているものの，今シーズンで最
も多くなっています。詳細はトピックスに掲載しています。

http://www.city.kyoto.jp
/hokenfukushi/eikouken/index.html

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり報告数は０.８３で，第４週以降やや減少しているものの，過
去５年平均値（０.６５）を上回る値となっています。

腸管出血性大腸菌感染症（Ｏ157 ＶＴ１ＶＴ２）の報告が２例あります。発生状況は，家族内感染が１例，集
団発生が１例となっています。 ２月の報告数は現在までで６例で，過去５年の２月の報告数（０～１例）と
比較して最も多くなっています。本菌は患者や保菌者の便から経口感染し，少数の菌量でも発症するの
で，今回のように冬期でも報告がみられます。肉等の食品の加熱，食前・排便後の手洗いによる感染予
防に加え，二次感染の恐れがある場合は，便で汚染した衣類，寝具，おむつは消毒する等の蔓延防止
策の徹底が肝要です。
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京都市感染症情報センター
（衛　生　公　害　研　究　所）
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　全数報告の感染症

　定点報告の主な感染症

　病原体情報
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◆　発生状況の概況グラフ

１　今週（第７週）と先週（第６週）の定点当たり報告数の比較

２　インフルエンザの定点当たり報告数の推移

3　主な感染症（小児科）の定点当たり報告数の推移

＜小児科定点＞

　 　　　　　　　１ 感染性胃腸炎 　　　　　 ２ 水痘

　　　　　　　　 ３ Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 　　　　　 ４ 伝染性紅斑

＜眼科定点＞ 流行性角結膜炎

週 報告数（例）

累積報告数
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今週（第７週）のトピックス：＜インフルエンザ＞

　定点当たり報告数は１３.５３で，増加の程度はやや鈍っているものの，今シーズンで最も多くなっていま

す。全国も同様の傾向です。

　行政区別では，第６週に比べて７行政区（上京区，東山区，山科区，下京区，南区，右京区，伏見区）で

増加しています。また，全行政区で過去５シーズンの上位１０％値を超えています。

　年齢群別割合では，第６週に比べて５～９歳がやや少なくなっていますが，大きな変化はみられません。

また，全国（第７週）に比べて２０歳以上は多く，１５歳未満は少なくなっています。

　外出後のうがい及び石鹸による手洗いの励行，睡眠と栄養を十分にとり，体力の保持に努める，気温の

変化に注意し，着衣の調整をする，咳エチケットを守る，室内の適度の加湿など，一人ひとりが予防に心

がけてください。

定点当たり報告数の推移

行政区別定点当たり報告数

年齢群別定点当たり報告数割合
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